
令和6年6月に谷戸沢処分場で初めてジャコウアゲハが確認されました。幼虫～成虫まで
見れたことから、処分場内で繁殖していると考えられます。

●ジャコウアゲハって？
ジャコウアゲハは雄は黒色、雌は黄灰色のアゲハチョウの仲間です。幼虫は有毒植物のウ
マノスズクサを食べて育つため、ジャコウアゲハ自身も毒を持っています。

●ウマノスズクサの保全
ジャコウアゲハの幼虫が食べるウマノスズクサは東京都では絶滅危惧種となっており、谷戸
沢処分場では平成30年に初めて確認されました。以降、移植や保全枠の設置等の植生管理
を実施しています。今回のジャコウアゲハの確認はその取り組みによる賜物です。
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